
緒 言

紫斑病性腎炎( - ：

)はアレルギー性紫斑病( )の ～ に合併す

るといわれている。尿異常は が発症する 週前から

発症後 カ月の間に認められるといわれており 血尿ある

いは血尿および蛋白尿で見つかることが多いが 肉眼的血

尿やネフローゼ症候群 さらに急性腎炎型で発症する場合

もある 。また 組織学的には巣状 分節状のメサンギウ

ム細胞の増殖 ときに半月体形成を認め 蛍光抗体法では

メサンギウム領域に がびまん性に沈着することを特

徴とする 。小児では比較的予後は良好といわれている

が 臨床経過は多彩である 。今回われわれは 年か

ら 年の 年間に北里大学病院で腎生検を施行した

症例 例中北里大学病院小児科で経過観察した

例と 年から 年の 年間に腎生検を施行した

の症例 例について臨床症状 尿所見 病理組織

所見と予後との関連性を検討し が減少傾向にあ

り 軽症化傾向にあることを示した。

対象・方法

～ 年の期間に北里大学病院において腎生検を

施行した 患者 例中臨床的予後を検討した 例

( 群)( )および ～ 年の間に腎生検を施行

した 例( 群)( )を対象とした。 群は男

児 例 女児 例であった。発症時年齢は ～ 歳であ

り 平均 歳であった。 群は男児 例 女児 例で

あった。発症時年齢は ～ 歳であり 平均 歳であっ

た。経過観察期間は ～ 年であり 群では平均
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年 群では平均 年であった。腎生検の適応は 発症早

期にネフローゼ症候群を呈した例 急性腎炎型発症例

日尿蛋白が 以上 または / 以上持続している

例とした。ネフローゼ症候群の診断は厚生省特定疾患調査

研究斑の基準に従った 。腎生検は全例 発症 カ月以内

に行ったが 生検針(ツルーカット針)を用いてエコーガイ

ド下に経皮的に腎生検を行い 採取した腎組織を光学顕微

鏡 蛍光抗体法 電子顕微鏡にて検索した。光学顕微鏡用

の腎標本は のリン酸緩衝ホルマリン液で固定後パラ

フィン包埋し ～ μ の厚さに切り ヘマトキシリン・

エオジン( )染色 - ( )染色

( )染色 および

染色を行った。蛍光抗体法は蛍光色素をラベルし

た抗ヒト 抗体と 抗体を

用いて行った(カペラ社)。電子顕微鏡的検索は腎標本を

°に冷却した グルタールアルデヒド溶液で 時間固

定後リン酸緩衝液に移し 樹脂に包埋した。薄

切標本を 酢酸ウラニールとクエン鉛で二重染色後

日本電子(株)の を使用して検鏡検索した。

さらに臨床像と組織学的重症度を比較検討し その後の臨

床経過も検討した。統計学的処理は 検定とカ

イ二乗検定を用いて行った。

結 果

に各症例の発症年齢 性別 病初期の血尿の

有無 ネフローゼ症候群の有無 転帰を示した。さらに

に

( )による組織分類の結果を示した 。

患者の血尿と蛋白尿の程度と予後の関係

病初期の血尿 蛋白尿の程度により 群をさらに以

下の 群に分類した。

) 群

第 群は顕微鏡的血尿と蛋白尿を呈した 例である。

この群の観察期間は ～ 年で平均 年 カ月であった。

症例中 症例は ～ 年で尿所見は正常化した。 例

( )は 年間持続する蛋白尿を認めたが 腎機能

障害はみられなかった。第 群は顕微鏡的血尿とネフロー

ゼ症候群を呈した 例である。観察期間は ～ 年 平均

年であった。全例とも尿所見は正常化している。第

群は肉眼的血尿と蛋白尿を認めていた 例である。観察期

間は ～ 年 平均 年 カ月であるが 例全例が尿所

見が正常化している。第 群は肉眼的血尿とネフローゼ症
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Group 
case
 
No.

sex 
age at
 

presentation
 
hematuria at

 
presentation 

NS  outcome

1 1 M 2 mi － nu after4Y

2 M 3 mi － nu after2Y

3 F 5 mi － nu after2Y

4 F 6 mi － nu after2Y

5 M 7 mi － nu after5Y

6 M 7 mi － nu after6Y

7 M 8 mi － nu after4Y

8 F 8 mi － nu after4Y

9 F 8 mi － nu after5Y

10 M 9 mi － nu after4Y

11 F 9 mi － nu after4Y

12 F 10 mi － nu after2Y

13 M 13 mi － proteinuria9Y

2 14 M 2 mi ＋ nu after2Y

15 M 2 mi ＋ nu after3Y

16 M 4 mi ＋ nu after3Y

17 M 6 mi ＋ nu after2Y

18 M 9 mi ＋ nu after3Y

3 19 M 2 ma － nu after6mo

20 M 2 ma － nu after3Y

21 M 10 ma － nu after5Y

4 23 M 2 ma ＋ nu after2Y

24 M 2 ma ＋ CRF after3mo

25 M 2 ma ＋ CRF after2Y

26 M 5 ma ＋ proteinuria7Y

22 F 5 ma ＋ CRF after1Y

27 M 7 ma ＋ nu after4Y

28 M 7 ma ＋ CRF after2Y

29 M 11 ma ＋ CRF after2Y

30 M 13 ma ＋ proteinuria7Y
 

m a：m a c r o h e m a t u r i a m i：m i c r o h e m a t u r i a N S：n e p h r o t i c
 

syndrome nu：normal urinalysis M：month Y：year

 

Group 
case
 
No.

sex 
age at
 

presentation
 
hematuria at

 
presentation 

NS  outcome

1 1 F 4 mi － nu after5mo

2 M 11 mi － nu after3Y

2 3 M 7 mi ＋ nu after4Y

4 F 9 mi ＋ nu after9mo

5 F 11 mi ＋ nu after3Y

6 M 14 mi ＋ mi and pro10Y

7 F 14 mi ＋ nu after2Y

3 8 F 9 ma － nu after2Y

9 F 13 ma － nu after3Y

4 10 M 7 ma ＋ mi and pro3Y

11 F 9 ma ＋ nu after2Y
 

m a：m a c r o h e m a t u r i a m i：m i c r o h e m a t u r i a p r o：p r o t e i n u r-

ia NS：nephrotic sy n d r o m e n u：n o r m a l u r i n a l y s i s M：

month Y：year



候群を認めていた 例である。観察期間は カ月～ 年

平均 年である。このうち 症例が発症 カ月から 年

カ月(平均 年 カ月)で末期腎不全に陥った。他の 症例

は観察期間は ～ 年 平均 年 カ月であり 腎機能障

害を認めてはいないが 例で蛋白尿を 年以上認めてい

る( )。

) 群

第 群は 例であり 平均観察期間は 年であった。

例は 年間血尿が持続後正常化した。腎機能障害をきたし

てはいない。第 群は 例であり 観察期間は ～ 年で

平均 年であった。 例で 年間蛋白尿が持続し正常化し

た。また 例で 年間血尿 蛋白尿が持続している。

他の 例は血尿が持続したが 年以内に正常化した。し

かし いずれの症例においても腎機能障害は認められてい

ない。第 群は観察期間は ～ 年で平均 年 症例で

あるが 年以上蛋白尿あるいは血尿を持続している症例

はなく 尿所見は正常化し 腎機能障害をきたした症例は

例もなかった。第 群は 症例で観察期間は ～ 年

平均 年であるが 例は 年間血尿を持続し正常化し

た。 例は 年間血尿 蛋白尿を認めている。しかし い

ずれの症例も腎機能障害はきたしていない( )。

病理組織所見

に 分類による 群の組織分類結果を示

した。 群は Ⅲが 例と最も多く 次いで

Ⅱの 例が多かった。 群は Ⅱが 例で最も多

かったが Ⅲは 例のみであった。 群のなかで肉

眼的血尿とネフローゼ症候群を認めた第 群は 例が

Ⅲ 例が Ⅳ 例が Ⅴであり 組織学

的な重症度は高かった。さらに第 群で Ⅱを示した

例も蛋白尿が観察期間中持続して認められた。さらに腎

不全に陥った 例はすべて第 群に属し 例が Ⅲ

であり 例が Ⅳ 例が Ⅴであった。 群

では 顕微鏡的血尿とネフローゼ症候群を認めた第 群の

例が Ⅲであり 現在も顕微鏡的血尿が持続してい

る。また第 群の 例が Ⅳであり 現在も蛋白尿と

顕微鏡的血尿が持続している。肉眼的血尿とネフローゼ症

候群を認めた第 群においては 例が Ⅱであり

尿所見は正常化している。 例は Ⅳであるが 現在

も蛋白尿は持続してみられる。しかし 群のいずれの症

例も腎機能の低下は示さなかった。

蛍光顕微鏡所見

) 群

全例で のメサンギウム領域の沈着を認めた。尿所

見の改善が認められなかった第 群の 例で と の

沈着を認め さらにこの 例のうち腎不全に陥った 例は

の沈着は係蹄壁にも見られ 係蹄壁の沈着のほうが優

位であった。

) 群

11例全例で のメサンギウム領域の沈着を認めた。

明らかな係蹄壁優位の の沈着は見られなかった。

の沈着は第 群の症例では見られず 第 群でおの

おの 例見られた。この の沈着を認めた 例は

分類では 例が Ⅱ Ⅲ Ⅳが各

例みられた。 の沈着が認められた症例は 例あり

第 群に属し 分類では Ⅱであった。

の沈着は 例で見られ ともに第 群に属し

例が 分類で Ⅱ 例が Ⅲであった。

電子顕微鏡所見

群で腎不全に陥った 例は基底膜の蛇行 屈曲 不
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Classified according to the ISKDC grading.

ISKDC：International Study for Kidney Disease in Children
 

ISKDC grading：

gradeⅠ：minimal abnormalities

Ⅱ：mesangial proliferation

Ⅲ：a focal or
 

b diffuse proliferation or sclerosis with＜

50％ cresents

Ⅳ：a focal or
 

b diffuse proliferation or sclerosis with

50-75％ cresents

Ⅴ：a focal or
 

b diffuse proliferation or sclerosis with＞

75％ cresents

Ⅵ：membranoproliferative like lesion
 

group A：1971～1982

group B：1985～1996

1：microhematuria and proteinuria
 

2：microhematuria and nephrotic syndrome
 

3：macrohematuria and proteinuria
 

4：macrohematuria and nephrotic syndrome



整が著明であった。 群の 例と 群の 症例ではメ

サンギウムの高電顕密度の沈着物以外は特異的な所見が得

られなかった。

疫 学

さらに疫学の面から検討すると 北里大学病院の小児科

日平均外来患者数は ～ 年が 人であったの

に対し ～ 年は 人と増加していたが

症例数は ～ 年に比べ ～ 年では半数以下

に減少し(＜ ) 腎炎を伴う症例数も減少した(＜

)。すなわち ～ 年の 年間に と診断

した症例は 例で 腎炎を伴った症例は 例 で

あった。一方 ～ 年に と診断した症例は

例で 腎炎を伴った例は 例 であった。

考 察

は小児では稀な疾患ではなく その大部分が予後

良好な疾患である。予後を決定する因子は合併症である腎

炎の程度である。多くの場合 腎炎の程度は軽度で改善傾

向を示すが 一部の症例では慢性に経過し 腎不全に進行

する。しかし腎炎の合併因子は確立されておらず いかな

る症例が腎不全に至るかを発症初期に判断することは困難

な場合が多い。さらに腎炎の予防法もなく 治療法も確立

されていない。そこで今回は の患者において 早

期に臨床像および病理組織学所見を把握し 予後が予測さ

れるかを検討してみた。今回われわれは の発症

早期に顕微鏡的血尿 肉眼的血尿を呈した群 蛋白尿を認

めた群 さらにネフローゼ症候群を呈した群の 群に分け

た。この各々の群に対しさらに病理組織学的検討を加え

た。早期腎生検の適応はネフローゼ症候群を呈した症例

急性腎炎型を呈した症例 および 日尿蛋白が 以上ま

たは / 認めている症例とした。臨床的な分類は

らの分類を参考とし 独自の臨床分類を作成し

た 。 ～ 年の 症例( 群)では 腎不全に陥っ

た 症例はいずれも発症時にネフローゼ症候群をきたし

肉眼的血尿を認めていた。また 長期間に血尿または蛋白

尿を認めている症例は いずれも発症時 肉眼的血尿とネ

フローゼ症候群を認めていた。 ～ 年の 例(

群)では ネフローゼ症候群をきたした症例で長期間 血

尿または蛋白尿が持続していた。このことは 発症時にネ

フローゼ症候群を合併している症例は持続する血尿 蛋白

尿さらに腎機能障害に陥る頻度が高いことを示唆するもの

であると思われた。臨床的分類と病理学的分類の関連性を

みると 群では ネフローゼ症候群を合併しなかった症

例はすべて 分類では Ⅱであった。ネフロー

ゼ症候群を合併している症例では Ⅲ以上の症例が

例中 例も認められた。 群ではネフローゼ症候群をき

たした 症例中 症例が Ⅲ以上であった。これら

のことから Ⅲ以上の腎病変が の予後を左右

する因子であると考えられ らの報告と一致してい

た 。しかし 少数ながら Ⅱの症例もあって 長期

にわたり血尿あるいは蛋白尿を認めている症例もあり 長

期にわたる注意深い経過観察が必要であると思われた。

蛍光抗体法では の沈着の程度は必ずしも臨床症状

の程度または腎機能障害の有無とは相関していなかった。

血尿や蛋白尿が持続し 腎不全に陥った 症例において

の沈着がメサンギウム領域のみならず係蹄壁に沿って

沈着を示し 半月体の形成がみられた。しかし 必ずしも

係蹄壁に沈着を認めず メサンギウム領域のみの沈着で

あっても臨床症状の悪化傾向を認める症例もあった。

は主に による免疫複合体の関与が発症に関与

していると考えられているが の沈着の程度と症状と

は必ずしも一致していないとされている 。 のメサン

ギウム領域の沈着の程度は 臨床症状の程度と比較的相関

していた。熊田らも の沈着に関して同様の報告をし

ている 。

半月体形成は 小林はマウスを使った実験的糸球体腎炎

モデルにおいて 管内増殖性病変 壊死性病変により半月

体が形成されるとしているが 機序は不明な点も多い 。

しかしながら 糸球体基底膜の障害が半月体形成の機序に

深く関与していると思われる 。さらに で腎

生検の必要性がある症例数も減少傾向にあると思われた

が 有意差は得られなかった(＜ )。病理組織学的な重

症度の検討では 分類の Ⅲ以上を示した症例

は 群の 例中 例 群では 例中 例であり

(＝ ) は比較的軽症化してきていると思われ

た。発症の原因は依然不明であるが 疫学的には季節的変

動や流行が従来より指摘されており 細菌感染 特に溶連

菌感染の関連性も指摘されている。これら感染症の治療の

確立などが発症頻度の低下と関連している可能性はあると

思われた。しかし 全国的な頻度は不明であるが 西日本

に多くみられることより 地域性を考慮に入れる必要もあ

ると思われる。今後はこの点に関し 全国的な調査が必要

であると思われた。治療は抗血小板剤 抗凝固剤 多剤少

量療法 ステロイド剤を重症度に従って組み合わせ使用し

ている。比較的早期の腎生検は病理分類と組織所見の確認
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が病初期に行え 的確な時期に治療を行うことができ 病

状の軽症化に貢献しているものと思われた。

なお 本論文の要旨は第 回小児腎臓病学会( 年 大阪)で

発表した。
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